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『観る将のための200問将棋文化 

大百科』 
田丸 昇／著 メイツユニバーサルコンテンツ 2023 

将棋の歴史・人物・記録・こぼれ話など、話題の出

来事からマニアックな事柄までを3択のクイズ形式

で学ぶ。将棋の雑学を身に付けることで、勝敗以外

の視点からも将棋を楽しんで観戦することができる

一冊。 

『観る将のための将棋ガイド』  

山口 絵美菜／著 法研 2021 

将棋のルールや数ある将棋タイトルの序列、棋士

が対局中にどう過ごすかなど、「観る将」として楽し

むための知識が詰まった一冊。本書を片手に将棋

を観戦すれば、楽しさが倍増すること間違いなし。 

☖渋谷と「観る将」⛊ 

 

将棋を指せなくても、中継を見たりイベントに参加し

たりして、タイトル戦や棋士に熱い視線を送る将棋

ファン・通称「観る将」が近年増えている。そんな「観

る将」をはじめとした、将棋好きのための施設「駒テ

ラス西参道」が渋谷区にある。渋谷区と公益社団法

人日本将棋連盟が相互協力協定を結び、代々木

図書館より徒歩6分ほどの首都高下に誕生して1年

が経った。多くの棋士と身近に交流できる将棋イベ

ントや解説会、初心者向けの将棋教室が日々行わ

れ、まさに「観る将」の聖地となっている。ますます

盛り上がる将棋界から目が離せない。 



『マニア流！まちを楽しむ「別視点」

入門』 

別視点／編 学芸出版社 2023 

一見何の変哲もない場所であっても、見方を変え

ればこんなに面白い！道に落ちている片手袋や

電線、手作り案内表示マニアなど、36人の多様な

マニアによるまちの捉え方を知れば、日常に溶け

込んでいるいつもの通勤通学路の風景でも、きっ

と目に入るものが変わるはず。好奇心のアンテナ

があれば、日常はもっと面白がれることに気付か

される一冊。  

『文房具』 

暮らしの図鑑編集部／編 高木 芳紀／監修 

翔泳社 2021  

文房具の楽しみ方が広がること間違いなし！文房

具好きの人がどのように活用しているかの実例か

ら、ますます便利に進化した文房具まで、眺める

だけでも面白い一冊。愉快なデザインのメモ帳や

ペンケースなど、癖があるけれど愛おしい文房具

も紹介。読めば自分だけのお気に入りの逸品を探

したくなって、つい文房具店に足が向いてしまうか

もしれません。 

『ビジュアルクジラ＆イルカ大図鑑』 

エリック・ホイト／著 
田島 木綿子／日本語版監修 片神 貴子／訳  
日経ナショナルジオグラフィック 
日経BPマーケティング（発売） 2024 

「大図鑑」と銘打たれているが、著者の第一の目的

は読者をフィールドへ連れ出すこと。そして、野生の

クジラやイルカを研究する現場を楽しんでもらうこ

と。ページをめくるごとに現れる、さまざまな種類の

クジラやイルカを見て、大海原に思いを馳せてみま

せんか。 

 

『えほんとりっぷ』  

ふわはね／著 世界文化社 2024  

絵本と人に出会う旅をしてみませんか？絵本講師ふ

わはねが、絵本専門店、絵本カフェ、絵本美術館、図

書館など、全国の絵本屋さん130軒&周辺さんぽス

ポットを紹介します。  

 

『自宅で楽しむバードライフ』  

藤井 幹／著 文一総合出版 2024 

マンションのベランダから一軒家の庭園まで、自宅に

野鳥を招待するためのノウハウを詳しく紹介。定点カ

メラを使った鳥の子育ての観察方法など、さまざまな

楽しみ方も提案する。野鳥図鑑、鳥が好む植物図鑑

も収録。  

『「何回説明しても伝わらない」は 

なぜ起こるのか？』 

今井 むつみ／著 
日経BP 日経BPマーケティング（発売） 2024 

人は、何をどう聞き逃し、都合よく解釈し、誤解し、忘

れるか。これを知ることが「伝える」の出発点。コミュニ

ケーションの困り事について、認知科学と心理学の視

点から、その本質と解決策を紹介する。  

マニアから教わる楽しみ方 気になる新着コーナー 

『玉村豊男のポテトブック』 

玉村 豊男／著 朝日出版社 2023 

著者自ら家庭菜園でジャガイモを育て、朝から晩

までジャガイモのことを考えて執筆された本書。

単なるレシピ集にとどまらず、ジャガイモの歴史か

ら、食文化・ジャガイモにまつわる自身の話まで、

多岐にわたる内容の熱々ジャガイモラブコール

本。読了後のあなたは、きっとジャガイモが食べ

たくてたまらなくなっているでしょう。 

『いとしのソフトクリーム130』 

プロソフトクリーマー森川／著 

主婦と生活社 2023 

ソフトクリームを主食とし、日本と世界で5000本以

上を食べ歩いたソフトクリームの専門家“プロソフ

トクリーマー”が選ぶ、ソフトクリーム130選。常に

できたてで提供されるソフトクリームには、その店

ならではのおいしさがある。フレーバーごとだけで

はなく、チェーン店や銘菓とコラボしたものなど、

細かくジャンル分けされたソフトクリームは、見て

いるだけでもワクワクすること間違いなし！ 

『もっと素晴らしきお菓子缶の世界』 

中田 ぷう／著 光文社 2023  

中身を食べ終わっても缶が捨てられない…そん

な経験はありませんか？お菓子缶へ愛が止まら

ない著者が、一缶ごとに缶に込められた想いやデ

ザインにまつわるストーリーを紹介している缶愛

本。お菓子缶は奥が深く、あなたの手元にある缶

にも必ず何かロマンがあるはず！『素晴らしきお

菓子缶の世界』の続編。 

『娘が巣立つ朝』   

伊吹 有喜／著 文藝春秋 2024  

娘の婚約をきっかけに一家は荒波に揺さぶられ始め

る。父母そして娘。3人それぞれの心の旅路は、とき

に隔たり、ときに結びつき…つむがれていく家族の物

語。  


